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cheap in England, isn’t it?”に対しては“Oh 
no, I think the butter here’s expensive.”と
か、“I’m going to the hospital.”には“You 











































































結城 45 分もテスト？ 毎回ですか？ 一体ど
んなテストなんですか。 
 







えば friendship とか death とかについて、好
きに書きなさい、というものです。全部英語で
の記述です。 





テストの前の 10 か 15 分くらいは問題のディク
テーションになります。 






















訳そうとして、予習に 8 時間とか 10 時間とかか
かるみたいです。そのうちに読み方が分かっ
てきて学期半ばで予習時間 3 時間ぐらい、学











































































































































箇 所 に 線 を 引 い て 、 そ こ に awk(ward) 、 
unclear、 vague というようなことばを書くくら













































































































































































































































































“So, what do you think?” “. . . .” “I’m 
waiting. Say something. If you need more 

















































































































































































































英語 I の今後 
 
結城 アンケート調査をみていると、授業では
英語にできるだけ触れていたいけど、英語だ
けだときつい、日本語も適宜使ってほしいとい
う意見が大半です。でもこれはあくまで学生側
の要望なので、教員があわせる必要はない。
一方で、学生の不安もわかるんですね。英語
だけだとどこまで理解できるかわからないとい
う不安。でも、その不安をあえてイマージョンで
取り除いてあげるというか、全部わからなくても
いいんだと学生に開き直ってもらうことも必要
かなと思います。 
 
大藪 クラスにもよりますよね。学生がここは日
本語してほしいといつも言うのは文法ですよね。
文法説明は英語でやると余計わからなくなる。 
 イマージョンに向き不向きの授業というのは
ありますね。 
 
結城 これまでお話をうかがっていると、今後
も英語 I は最低バイリンガル、できればイマー
ジョンがいいのではないかという見解が出され
たと思うのですが、その点についていかがで
すか。 
 
大藪 やっぱりイマージョンがいいかな、また
イマージョンでやってみようかなっていう気持
ちになりましたね。 
 
小林 文法など、日本語で教えたほうが効果
的な授業もあると思います。ですが、そういっ
た例外的授業を除けば、バイリンガルやイマ
ージョン形態は、英語という一つの言語を習
得する上でも、又、英語圏文化の価値観に触
れる上でも役に立つと思います。 
 
結城 今日はいろいろお話を聞かせていただ
き、今後の授業改善のためのヒントがたくさん
得られました。ありがとうございました。 
 
 
注 本座談会で言及されているアンケートとは、英語 I
の教室言語に関するアンケートを指す。アンケートの
内容は、結城正美「教室 SLA と使用言語」（本誌収
録）に掲載されている。 
 
 
 
 
（左から、大藪教授、小林助教授、結城助教授） 
日本人教員が英語でおこなう英語の授業
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